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例会を終えて…　絆委員会 委員長　辻　拓哉
　今回の例会は、40周年を目前に控えた今だからこそ、原点に立ち返って中央会の伝統・精神・絆を学び、会員全
体の意識の向上と会員相互の絆を深めることを目指しました。
　そこで、ちょうど30周年を目前に控えた第29期会長を務められた浜田一哉ＯＢをお招きし、ご講演いただきま
した。
　長年在籍され数々の役職を務められたご自身の経験をもとに、会の活動への取り組み方や思い出深い出来事、そ
して、会で学んだことや経験したことが今になって活きていることなどを丁寧に一生懸命語っていただきました。
　ＯＢの活きたお話を聞くことにより、現役会員それぞれが今後の中央会活動に対しての意識を高めることが出
来た良い例会だったと思います。

　また、絆委員会の重点目標の一つである人材育成（事業を通してリーダーを育成すること）の第一弾となる事業に、企画から当日まで
尽力してくれた権田リーダー、西村サブリーダー、ありがとうございました。そして、それを支えてくれた山口副委員長をはじめ委員会
メンバーにとても感謝しております。

　10月例会が平成25年10月15日（火）　

鳥取県立夢みなとタワー　3階みなとシア

ターにおいて絆委員会の担当で開催され

た。

　冒頭、渡辺会長

より、10月2日に

鳥取市で行われた

意見交換会の報告

があった。（鳥取県

団体中央会会長等

役員並びに鳥取県

東部中部西部青年

中央会地区会長及

び鳥取県中央会会長参加）「鳥取県団体中

央会と我々、鳥取県西部青年中央会とが互

いに興味を持ち、意識して良好な関係を構

築して欲しい」と挨拶があった。

　続いて平成25年10月

入会　三井生命保険株

式会社所属　小林会員

へバッジ授与があった。

　そして、委員長タイム

では、広報委員会、生田

委員長より、液体窒素を使った、気体→液

体→気体のサイクル実験が行われた。相当

の準備時間と当日の段取りを感じるライ

ブ実験であった。結論は「バナナで釘を打

つと、バナナは負ける」爆笑にて委員長タ

イムは終了した。

　続いて、『伝心伝承』のこころを今につな

ぐ〜中央会魂と絆〜をテーマとする講演

に移った。例会の趣旨説明では、絆委員会

辻委員長より、「40周年を直前に控えたこ

の39期に、全会員の意思を統一し、絆を構

築し40周年事業成功の一助にしたい」と

説明があった。

　そしていよいよ、

有限会社　浜光建築

　代表取締役　浜田

一哉氏による講演が

始まった。（浜田一哉

OBは西部青年中央

会29期会長をされ

ました。）

　『入会の経緯は、29歳の時、ある現場で

初めてお会いした、第18期御卒会中島俊

二ＯＢの「中央会を知っとうか？」の一言

からだった。入会した平成4年1月当時は、

会員人数が188名と最も多い時期で、例会

開催後の二次会は現在のように、全員参加

型ではなかった。担当委員会の二次会的趣

旨が強く、参加することすら敷居が高かっ

た。しかし、自分は、積極的に二次会に参加

を試み、当時の諸先輩方にビールを注ぎに

回るようにしていた。そして、会員名簿の

顔と名前が一致する事を入会時の目標と

して中央会活動をしていた』

　浜田OBいわく、『一に会社、二に家庭、三

に中央会である。感謝の気持ちを持ち続

け、会社をダメにして、家庭をダメにして、

中央会にいる意味はない。会社と家庭が認

めてくれてこそ、中央会にいる事ができ

る』とのこと。そして、『中央会の素晴らし

い点は「役職が偉いとか、在籍年数が長い

といったことは関係なく、会社の代表とし

て中央会にいるので互いに敬語を使う事

である』と、現役会員に心の底からのメッ

セージが伝えられた。

　結びとして、『40周年事業は今までの事

を理解した上で、やりたい事をやれば良

い。例え過去とは異なる内容であったとし

ても。そして、全会員が精一杯悔いのない

よう完全燃焼欲しい』と述べられ、講演会

は盛大に幕を閉じた。　　　（記事：有和）

10月例会開催10月例会開催10月例会開催10月例会開催10月例会開催『伝心伝承』のこころを今につなぐ～中央会魂と絆～



Ｑ そもそもなぜ『ハンサム』という名称になったのですか？

Q 当時のハンサムの“これはヤバイよ”みたいなエピソードとかありますか？

Q 『妻の本音』シリーズも色々問題があったのではないですか？

最後に締めの挨拶を足立支所長にお願いします。

宇佐見　ハンサムという名前は、最初は「ＨＡＮＳＵＭ」で、和田さんが会長のときに発刊になっ
た。これには意味があって、ひつだ・あだち・のじま・しらいし・うえだ・まつおか。
それで6文字になる。立ち上げのときに「Ｄがない」「ハンサムという英語のスペルを知
らんのか」と言う者がちらっとおって。だけど本当はその当時の総務委員会のメンバー
の頭文字。和田さんが「それで作ろうや」と言うから、１年間『HANSUM』で通した。だ
けど、他団体から「英語のスペルを知らんのか？」と言われるといけんので、次の中村昌
哲さんからカタカナの『ハンサム』になった。スペルをすぐに直したら、いかにも間違
えましたと認めるようなことになるのでしょ？それから３代カタカナ表記が続いて、
秦野さんの時に晴れて「英語できちんとしよう」ということで、『handsome』というロ
ゴが出来た。Ｄがあるかないかで、全然ルーツが違うんだけどね。名前の由来はそう。
昔の記事で、『委員長シリーズ』とかやっていて、僕のことを、帰るのが『午前２時の男』
とか書いている。でも、今しとることは、早起きの『午前４時の男』だけどな（笑）。

野　嶋　あったね（笑）。次期の人事を予想した記事なんだけど、紙袋被って顔が見えないようにしてね。
ばれてるんだけどね（笑）。

足　立　それをハンサムの１面でやった。それをサダさんが怒って。
宇佐見　今でも怒っている（冗談っぽく）。
足　立　外部に漏れるし、子供にも見せる・示しがつかない・とんでもない・出張所とかに電話を掛けて

こられて。
野　嶋　そうそう、電話が掛かってきて、「オメェかっ！（怒）」って。
宇佐見　次期の人事を、「Ｗさんらしいですね、どうもこれ、決まりじゃないですか？」と書いてあったな。
野　嶋　紙袋をかぶってもいいがなと思ったけど、いけんかったな（苦笑）。

宇佐見　妻シリーズは、ホントに注意せんといけんよ。破壊される家庭も出てくるからね。俺が、
本当に我慢強くフォローしたから良かったけど、普通だったら壊れているよ。

野　嶋　一番可哀相だったのは、角田さんのところ。美人妻シリーズで。
足　立　お綺麗な、色白のね。
野　嶋　記事を書いたら、角田さんの奥さんをみんなが毎日見に行ったらしいよ。
宇佐見　用もないのにな（苦笑）。

足　立　そう？いいの？本当にいいの？（嬉しそうに）。私は宇佐見ＯＢ会長とか野嶋さんとすごく親しい時期があるんですけどね、私もこれ（グ
ラスを持って）が好きなものでね、若干の記憶が飛んでいるところもございますけど、それはさておき、今日は総務委員会、あ、すい
ません、広報委員会の企画でいいお話を聞かせて頂きました。300号も大事でございますけど、いろんな年度でも広報委員会というの
は大事でございますので、今後ともよろしくお願いします。あの・・・（グラスの中に、ビールが全然ない）。

野　嶋　真ちゃん、全部飲んじゃってる。これ、これ。
足　立　すいません。ほんなら、荒川君のおこぼれを・・・（一人で一口飲む）（一同爆笑）。
野　嶋　これが本来の姿だけん。
足　立　青年ちーおーかい（酔）の広報の、今後ますますの充実と（ビールのグラスを置く）。
宇佐見　一本締めだったんかっ！？（笑）
足　立　われわれ中央会の今後の発展を願いまして。
一　同　よ〜ぉっ パンっ！　ありがとうございましたっ！！

・・・そして当時の青年たちは、横に並んで満足げに夜の街へときえていきました。
（記事：荒川）
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300号記念！！ 発刊当時をよく知るＯＢをお招きして、聖地『大連』にて座談会開催。

ハンサムのルーツ・珍事・その他ゴニョゴニョなど、
ざっくばらんに伺ってみた。

ＯＢ×広
報委員会

座談会座談会





【第39期広報委員会member】
　担当副会長／福庭貴志　　
　委員長／生田育永　　副委員長／吉田通代
　　　　　足立　匡　荒川秀光　有和豊光　小椋崇永　小谷泰樹　砂原弘明　竹谷友成　竹中和孝　蓼本満梨子
　　　　　長谷川洋司　廣谷栄一　古谷一朗　三鴨秀文　宮田　昇　安岡是紀　村田　博　小林大助　

  今回300号制作に携わり、初期のハンサムを読み返す機会をいただいた。良い意味でアグレッシブな記事や、今では考えられ
ない様な遊び心満載の記事など、会員のみへの送付だけではなくなっている現在、妙な親近感や繋がり、新鮮な印象さえ受ける。

『なんて自由なんだ』と。もちろん自由ではなかったのだろうが、「いかに会員を楽しませるか？」というその姿勢に憧れさえ感じ
る（笑）。
　現在のハンサムが不自由というわけではないのだが、何かしら多くの規制･常識のもとに制作されている事は事実。当然、会の
会報誌なのだから会の広報に位置する物。何ら規制もなく、無秩序な会報誌を世に出すわけにはいかないのも事実。委員長をは
じめ、委員会メンバーは毎月頭を抱え制作している。
 ブログやTwitter･Facebook等のSNS（ソーシャルネットワークサービス）の普及により、情報発信･収集の簡易化は紙媒体ハ
ンサムの比ではない。四角四面な記事になりがちな会報誌と比べるとライブ感は比べ物にならないし、情報量もしかり。
　では、ハンサムの存在意義とは何なのか？それは最も分かりやすい中央会の歴史を残すことなのではないかと思う。例会記事
はもちろん、紙袋を被った状態の座談会、時の会長宅に突撃取材を敢行したり･･･。先人達の築きあげたこのハンサムは、今を伝
える事と、その事柄を未来に残す大切なログなのだから、中央会が在り続ける限りハンサムを制作し続ける、そんな存在なのだ。
　『やらないけんことはやらないけん、でも楽しんでやるんだぞ』と先人達からアドバイスをいただいた様な、そんな300号制作
だった。今後、もっとハードルは高くなるはずですが、現役･OB･OGの期待を裏切らない、そんな広報誌で在りたいと思う。
　ご精読、ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿名希望 34歳♂）

→約40年前、鳥取県西部中小企業青年中央
会（以下ＴＳＣ）設立を企図したのが、当
時の団体中央会の役員で、それに応え設
立メンバーとなったのが、構成員である
組合所属企業の若手経営者や幹部候補で
した。59年に米子に赴任してからです
ので、約30年のお付き合いになります。

→若い頃は、会員さんともよく交流してい
て、役員会にもオブザーバー的立場でよく
参加していました。また、ＴＳＣのイベン
ト告知か何かで山陰放送のラジオに出て、
物凄く緊張した事は覚えています（笑）あ
と、みんなで鳥取に行った帰りのバスで、
乗っていたメンバーをネタに、２時間マイ
クを離さなかった事もあります（笑）

→さまざまな活動だけでなく、会員が互
いに仲間として支えあう意識が素晴
らしいと思います。中央会の会員には
オーナー社長ばかりでなく、サラリー
マンの方もおられます。

	 これは、他の団体ではほとんど無い事
で、伝統的に会長を皆で支えようとい
う姿勢あっての事だと思います。

→そんなに変ってないと思います。
ただ、当初は組合の若手育成が目
的にあった為、組合所属企業の人
しか会員になれませんでしたが。

→今も昔もそんなに変ってないと
思います。

〇厄落としの会が美保関であった際、
酔って暴れて、後日弁償した会員

〇仕事で欠席した会員の勤務先で例会
が行われた日、２次会に繰り出したメ
ンバーと朝日町で鉢合わせした会員
〇会費納入が難しい会員さんか
ら、商品購入の形で代金を会費
に当てたり・・・。

	 ここでは言えないような、いろんな
人・いろんな事がありました（笑）

→中央会ははじめから自己研鑽の為の勉学の場
だったと思います。ある会長さんの言葉です
が「中央会は寺子屋たれ!!」と。これからも勉強
をしていくという、そういう歴史は引き継が
れていって欲しいと思います。

→皆生に昭和天皇の御歌碑があります。あ
れはわかとり国体での行幸の際の歌です
が、この歌碑の建立に会として尽力しま
した。
・某Ｋ大ＯＢのお話とは大分違うような
…？

→そうですよ（笑）きちんと根回しをし、募
金活動も行い、日野川源流まで行って石
を引き上げてきたのも会員さん達です。

　ハンサム300号という事で、現在西部青年中
央会の事務をお手伝いいただいている、団体中
央会米子支所の足立支所長にお聞きしました。

そもそも、団体中央会の米子支所に事務のお
手伝いをしていただく事になった経緯は？

会員ともかなり近い関係だったようで
すね？

いろいろな団体を知っておられる足立さん
から見て、中央会とはどんな団体でしょう？

30年間そばで見ておられますが、
時代と共に変化したところは？

30年間そばで見ておられますが、
時代と共に変化したところは？

最後に中央会の現役会員にメッセージを。

今までの中央会の活動の中で、対外的に意外
と知られてなさそうな功績といえば？

事務局訪問事務局訪問



～卒会者から君たちへ～ 山本克美 会員

我が社の看板男我が社の看板男
〒683-0001　鳥取県米子市皆生温泉3-17-7
　℡0859-34-1111
　http://www.toukouen.com/
〈写真左〉
①原田応人（はらだおうじん）　25歳／②3年目／③山口県出身です。山陰は多くの
　魅力に溢れているので、それに基づいたイベントも毎月開催しています！お気軽に
　お立ち寄りください。
〈写真右〉
①丸瀬和憲（まるせかずのり）　28歳／②1年目／③米子市出身です。大山で畑もして
　ます。地産地消の精神で米子市を発信していきたいと思います。
　※①名前　年齢／②勤続年数／③一言。

ベネフィットホテル（東光園）

　〜ビジネス経営委員会 緒方恒人会員より〜
　私共（＝本社が広島にありますベネフィットホテルという会社）が東光園をさせて頂いてから、丸３年になろうとしています。　この
３年で地元の漁師さんや農家さんともお知り合いになり、仲良くさせて頂くようになりました。山陰の魅力を伝えていければと思いなが
ら管理運営しています。
　また、イベントも積極的に開催しています。古事記のイベントや神楽など地元に密着した内容にもしています。上の二人もそうですが
今、スタッフも若い人が集い始め、若い力でこの皆生の地また山陰を伝えていく、そして地元の皆様から愛される会社づくりを目指して
頑張って参ります。東光園ご利用の際は、是非緒方までお申し付けください。

　平成17年3月入会より中央会活動を経験させていただき、「もう卒会年度なんだ」と改めて実感し

ながら自分の活動を振り返ってみました。英知・友愛・団結を基に、ほんとうに勉強させていただい

た約9年間だったと感謝しております。正直 、入会した当初は「ええ歳こいて、なんでこげな事まで

せないけんだ・・・」等と思うような事もありましたが、それも会に入っていなければ経験できな

い貴重な体験でした。その一つ一つが、その人間のセンスをより磨くものになり、何一つとっても

無駄なく身になったと感じております。

　それと、自分は今年に入って体調を崩した時期があり、健康の大切さを思い知らされました。勿

論の事ではありますが、仕事後の夜の活動が多い会です。それに伴い外での飲食も増えてくると思います。付き合いはとても大事

ですが、働き盛りでもあり、何はともあれ大切な家族の為にも、そのあたりは、しっかり自己管理しながら活動してください。（自

分の体調不良と経済団体の活動は一切関係ありません。）

　もう少しの現役中、そしてＯＢになってからも含め、よろしくお願いいたします。

　今回のターゲットは、本格ベトナム料理が味わえるお店
「☆VietnamVietnam（ベトナムベトナム）」。
　『第39期生田広報委員会とはなにかっ！！すなわちグル
メ委員会であるっ！！』という生田委員長の方針のもと、委
員会メンバー全員で突撃した。

　お店に入るとずらり
とベトナムの雑貨が並
び、なにやら異国に来た
気分。テーブルにつくと
鶏肉と野菜の入った丼
とデザートのパフェの
ような料理が運ばれて
きた。こっちはベトナム
料理といえばフォーを

食べた事があるくらいだ。さっそく店員さんに質問。
　「こちらの丼はコムガーといってベトナムのチキンライ
スですね。普段はプレートでお出しするのですが今日は丼
に入れたスペシャルバージョンです。リクエストがあった
のでチキンはカレースパイスで味付けしてます☆」
　グルメ委員長、恐るべし。時間外営業させた上にスパイス

指定とは。｡
　「こちらはチェーといってココナッツミルクにゼリーを
入れたデザートです。ベトナム風あんみつですね☆」
　委員長の顔を窺うと独り満足気に頷き『...スパイスを効か
せた料理のあとは甘いココナッツミルクね。甘い辛いのコ
ンビネーションはポテチとコーラを上回るポテンシャルだ
ね。』とのお言葉。隣で聞いている吉田副委員長は苦い顔だ。
　...が、ともかくグルメ委員長のお気に召したようだ。

　それでは合格のようです
のでオーナーの桶村OB宣伝
タイムどうぞっ〜。
　「本格ベトナム料理が気軽
に楽しんでもらえるお店で
す。料理だけでなくいろんな
ベトナム雑貨をおいてます
のでお店に来られたお客様

にベトナムに行った気分になってもらえたら嬉しいです。
自称ベトナム観光大使のつもりでやってます（笑）。中央会
の皆さん､お待ちしてます☆」
　桶村OB、おいしい料理とステキな空間をありがとうござ
いました！！    　　　　　　　　　　　 　　（記事：小谷）

〈☆VietnamVietnam（ベトナムベトナム）〉
　米子市両三柳2788-11　tel:0859-29-3375
　Open 10:00〜19:00   LunchTime 11:30〜15:30
　定休日:毎週火曜日

ＯＢ訪問ＯＢ訪問 探偵！TSCスクープ
「ベトナムに魅せられました by広報委員会」

桶村清子ＯＢ（第36期卒）を訪ねて



【1回戦 日時 10月20日 対戦相手 
アディデス 場所 西伯カントリー
パーク】
　午前中　雨が降り、天気が心
配されましたが、午後から曇り
になり、無事、試合が行われまし
た。北口監督が野球部を率いら
れるのが、最後の年という事も
あり、野球部メンバーも気合が
入っていました。

その気合が、そのまま試合に乗ったのか、初回から打線が爆発し試合を有
利に進めました。
　対戦相手のアディデスを、初回からの打線の勢いで圧倒し8点を入れ、
投げては松尾投手が相手打線を、ちぎっては投げの好投で2点に押さえ込
み、8対2と完勝いたしました。

【2回戦 日時 10月27日 対戦相手 ブロスキー 場所 西伯カントリーパーク】
　秋晴れの中、絶好の野球日和になった2回戦の相手は、優勝候補に名前
が挙がっているブロスキーとの対戦でした。
　1回の表、松尾投手が先発、危なげなく押さえ、その裏の攻撃、1
番 の 松 田 主 将 が 内 野 安 打 で 出 塁 し、小 椋 選 手 の 送 り バ ン ト な ど
で、2アウト3塁というチャンスを手に入れましたが、後一押しが
でず、0対0でスタートしました。優勝候補のブロスキーに、中央会
野球部も負けずと、初回から攻め、がっぷり四つの試合展開になりました。
　先発の松尾投手は1回戦と違って、緩急を使った投球をされているよう
に見えました。
　試合が進み、相手に先取点を入れられ、もう1点追加点を取られ０対２
で7回を迎えました。0点で押さえて最終回の攻撃につなげたい大事な
ところで、相手バッターの鋭い当たりがセンターに飛びました。ヒット確
実と思われたのですが、センター牧田選手のダイビングキャッチという
スーパープレイがでて、次のレフトへの、大きな当りを小椋選手がキャッ
チし、いい流れで裏の攻撃を迎えました。
　最終回、松尾選手が出塁し、盗塁等でツーアウト1塁3塁と気迫で最後の
チャンスを作りましたが、後一押しが出ませんでした。
　優勝して、北口監督の有終の美を飾りたかったのですが叶わず、非常に
悔しい思いをしましたが、最後に、感謝の気持ちをこめて胴上げをさせて
もらいました。北口監督、本当にありがとうございました。来年は松田主将
を中心に優勝を目指して頑張りたいと思います。          （記事：森下知紀）

　10月24日(木)、滋賀県立
芸術劇場びわ湖ホールにて
開催された「第65回中小企
業団体全国大会」に参加い
たしました。前日の夜は京
都河原町で東部・中部青年
中央会の参加者と食事を
取りながら懇親を深めまし
た。当日は27号＆28号のダ
ブル台風の影響が心配され

ましたが、湖面に影響はあるものの素晴らしいロケーションの琵琶
湖湖岸にあるホールの中と屋外では「滋賀のええもん市」が開かれ、
滋賀県の物産品を楽しむことが出来ました。また、オープニングプ
レゼンテーションで嘉田知事と越大津市長がモデル出演するなど
多彩な演出で滋賀県の産業発展の歴史を知ることが出来ました。表
彰式では「中央会優秀専従者」として鳥取県中小企業団体中央会か
らは砂口さんと西尾さんが表彰され、鳥取県青年中央会参加者から
大きな拍手が送られました。
　今回、初めての参加でしたが全国の中小企業組合が参加する
2,000名超の規模の大会で大臣クラスや政党代表が来賓として招
かれます。また開催地域の特色を感じることが出来る大会でもあり
ます。ぜひ一度参加してみてはどうでしょうか。 　　 （記事：福庭）

編集後記

絆委員会
平成25年10月8日（火）19：00〜　場所：鳥取県立夢みなとタワー第３会議室

議題／ ・役員会報告　　・10月担当例会について

  ・会員拡大の件　　・その他

ビジネス経営委員会
平成25年10月7日（月）19：00〜　場所：ホテルアクシス

議題／ ・役員会報告　　・会員拡大について

  ・9月例会の反省　　・松江･安来ＹＥＧ交流事業について

  ・40周年事業について　　・その他

政治行政委員会
平成25年10月10日（木）19：00〜　場所：レストランぶどうの木

議題／ ・役員会報告　　・会員拡大について

  ・講師先生を招いて11月例会打ち合わせ　　・その他

広報委員会
平成25年10月7日（月）9：00〜　場所：ベトナム・ベトナム

議題／  ・役員会報告　　・ハンサム300号について

   ・会員拡大について　　・12月例会について　　・その他

総務委員会
平成25年10月4日（金）19：00〜　場所：レストランぶどうの木

議題／  ・役員会報告　　・新年例会企画策定の件　　

   ・レクリエーション企画策定の件　　・会員拡大について　

・その他

40周年記念事業委員会
平成25年10月7日（月）19：00〜　場所：旬の旨いもんや海王

議題／  ・役員会報告　　・40周年事業記念ＧＣの件

   ・その他事業について　　・会員拡大について　　・その他

10月度委員会報告

11月役員会報告

お詫びと訂正

　11月役員会が平成25年11月１日（金）米子食品会館１階第
３会議室にて開催されました。当日の主な議題は以下の通り
です。
　・10月例会開催報告　　・11月例会について
　・その他
＊なお、詳細につきましては、各委員長までご確認下さい。 

　ハンサム299号の3面（我が社の看板娘）におきまして、稙
田（わさだ）佳奈子さんのお名前を、稙田（わきた）佳奈子さん
と誤って記載してしまいました。お詫びして訂正いたします。

　　誤：稙田（わきた）佳奈子さん
　　正：稙田（わさだ）佳奈子さん

11月例会のご案内
と　き：平成25年11月18日（月）19：00〜21：00

ところ：米子市文化ホール　イベントホール

内　容：講演テーマ
　　　　『自助・共助＝たすけあいとその先に必要なこと』
　　　　講師：有限会社じんぶんネット 代表 松本城洲夫氏

担　当：第39期政治行政委員会

　300号、いかがでしたでしょうか？ぬるく、やさしく、ソフティーな仕
上がりでしょ。（ソフティーって何？）
　さて、今300号、そしてこれまでハンサムのバトンをつないでこられ
たOB会員、現役会員、取材にご協力いただいた皆様本当にありがとうご
ざいました。皆様のおかげをもちまして次につなぐことが出来ました。
　今後もご理解、ご協力をよろしくお願いします。
　それでは、皆様301号でまたお会いしましょう。

（39期広報委員長　生田）

〈コメント〉 
この度青年中央会に入会させて頂くこととなりました三井生命の小林と申し
ます。9月でちょうど30歳となりましたが、仕事・中央会・プライベードと全
てにおいて気持ち新たに邁進していきたいと思います。青年中央会は自分に
とって未知の世界ですが、ここで知り合う仲間と一生消えない絆で結ばれる
ことを目標に、様々な事業や課題に共に取り組んでいく所存です。ご指導ご鞭
撻のほど、よろしくお願いします。
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H25.10（H25年度）入会

（推薦者） 福庭（貴）
 生田（育）
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 Ｏ型 
三井生命保険㈱ 営業部長

生命保険・損害保険の販売および人材スカウト

〒683-0052 米子市博労町4-358-6

ＴＥＬ 34-2518　ＦＡＸ 23-0484

（KT）090-2078-6356  

（EM）Daisuke_Kobayashi@mitsui-seimei.co.jp 
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